
く

え方医師~1氏
昭和50年 9月発行

No.38 

どれほどと計算できる

愛は貧困なのである

シェイクスピア

光市医師会



光市 産師会報 1975 

医 師 ム一
A

...'ト11"'1]・ 4ゆ+・・，]・"'1]・申・+中申"'1]・ 4'・+・・~，・+q・申...q.'I''''骨ゆ"'1卜，~"，中

事月 間 fT 
..申咽..・+制b・e・俳骨.. l>骨φ....時・+・.....I~・・咽4・+IHI.....・4時・.. ・ft-t]・・4・1・・+q.

8月26日〈火〉研究会於医師会館午後

7.初

腸重積の検討

演者市民病院外科 井原先生

8月お fI (火)月例会於医師会館午後

8.0。
O協議事噴 (1)県医体育大会の件 以100桜

型験賓の件

。報告事項 (1)，渚会。品の報告 1イ)医師凶保

組合会議(7月お日) ;ロ)麻薬担当出事

協議会(7月2411) 1ハ牒険担当理事協

議会 (7月却日) 1ニ)産業保健部会担当

理事協議会(8 }j 6 IJ) (l)徳山保健所

結核審査協誠会安員の改選の件 l31老人

検診の件 141医師会広報文Jについて

(5)諸会の朗僻 1イ}学校保健部会担当瑳挙

協議会 (8月初日) 1ロH以内科医会 (8

月31日う lノサ県民体育大会 (9片24日)

lニ)市部医師会長、副会長会諸(10月4日)

9月10fl (氷)J聖誕会於医師会館午後

7.30 

0協議す手頃 (1)術開:m疾患等健康診断実施

光市医師会チーム、 県医体育

大会 (ソフトポール) に優勝
C担o::;.ooooc診<>‘:0 00::0:=0叫~‘==:::0:; ::>0<

9月M臼県綜合運動場において闘催された

県医体育大会ソフトボールのdiSle優勝し大俊

勝旗を盤得した。

(1)出場会 員松 村広出池田宮必竹中

藤村大野田村悔田井原高橋

(2)成績 準優 勝戦法 12::吉南医4fl.:;~D 

優勝戦 3憧 9A:豊浦医 8

について (2)三駐ワクチン接特について

(3)会員見時金について (4)牛品診厳につ

いて (5)光市民師会体育大会及び永年勤

続者ぷ杉について (o)激念、長阪について

0報告手羽 (1)諸会の伽催(廃業保健部会

担当理事協議会、福祉担当f'f!'μ協議会)

は)国保県外分全同即日目J此について (3) • 

オートンの雄東について l4)診療所の地

改築について (5)学校保健部会相当昭事

協議会報告

9月お臼(火)例会於医師会館午後 7.

却

0協議予損 (1)術院器疾忠等他民診断{ζつ

いて {乙)三飽ワクチン筏柑について いJ

牛島診般について

0報告す手掛 (1)悶尉医学会について ll)医

師間保の諸Jifi出について ゆ}保体育大会

について (41光市民師会体訂大会につい

て IbJ保存皿放のぷ不ラベノレの変更につ

いて 1的建五似健部会fU.叶瑚下協議会報

告 (7)制説示H.合について

(3) 経過

{イ)対吉雨.戦においては、体の倣さがとれず、

自失により 4点の先取得点を3干したが、2

回以後打棒大いにff.い12対4の大差で勝ち

優勝戦に進んだ。

lロ)下関医を20対 5で下した住捕伝と優勝をか

けての対戦。対苫雨i肢と同線4点の先取点

を許した。相手チームの待球作戦に比し光

医の積極打栄作戦は 、 2 度の走~:{凡ミスが
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あったがお実iζ加点し、 6回亀出先生のセ

ンター突破の本位打により同点とし、いよ

いよ段終!日17回災をむかえた。慎重な攻め

で無死、て士山とし、乙乙において代打を

1975 

起用した。代打有期待』ζ乙たえて三遊間突

破のクリンヒットを政ち、 '.~;{走者勇躍本

立を踏み 8対 7でサヨナラ勝手IJを飾った。

高脂血症の診断・高脂血症に続発するもの
W/////I//I////I//I////I////I//I////////I////I/////////////////I//I/////////I//I//////////////////////////////I///I////////////I////////I//I/////////////// 

(M edicina Vol rr No.4より)

高脂血症は家族性の辿伝的京国iζ法づいて現

われるものと 、いろいろな疾患の臨床症状の

~ 1っとして引われる場合、さらには食事の偏

りなどの路神によ勺て現われる場合があるo

乙れらは家脹性または二次性高脂血症と称さ

れるが、，fS脂血1iEをみた場合には、とれを起

としている代謝異常とftj脂質症の存在によっ

て現われる臨床的異常の両首を厳重κ区別す

る乙とが必要である。以下は高脂血症の存在

によって必:起される臨床的異常の 2.3につい

て述べる。

粥 状 硬 化症

高脂血痕の縦続が、字予極臓器の虚血性病変の

重要な進展同 Jこの lつであることは到物実験

や疫学的研究などを合めて多くの報告が明ら

かにされている。従米、劫脈硬化ことに冠動

脈艇化の危険附 f-として多くがあげられてい

るが、なかでもfoiコレステ ローノレ血症、高血

Jピ症、喫煙、JJ巴柑の 4つが垂視されている。

フラミングハム訓査、アJレパニ イ調査、シカ

ゴガス会社凋1句、ロスアンゼJレス調盃、 ミネ

ソタ s凋1'f.などぞまとめて捌始されたAmerican

Heart AssociationのPoolingProjcctの成績で

は、危険同子の布イFによって冠疾患危険率が

閉山とくに ζれらの肉チの幾っかが組み合

わさると 、危険の持度が急速に増す。また最

も危険度の，f:jc，.、ものからみると 、高コレステ

ロー JレI飢杭、!日:jI飢fr.、l喫t恨の)1闘となり 、さら

に『湖旨血痕 は出~J脈枇化のIIWーの必要凶チであ

って、他は氏献|刈fであろうと結論している。

また r~"SJH1血痕千食・Ji.1á どによって赴 IF. した

場合、動脈位化の進股が抑制されるかどうか

という観点からの疫γJld1をも行なわれている。

ニューヨークのAntトCoronaryClub，LosAngels 

のVeteransAdmirtist ratiort Hospi tal， Hersinki 

の精神病院などにおいて行はわれた調符がそ

れで、いずれも飽和脂肪Jを小飽和柑紡でi6:捜

した実鞍食併と 、-lT.過食を摂取したコントロ

ール群について長年の制訴を行ない、実験食

群では血1，';'コレステロールやトリクリセラ イ

ト.'1l~.の鮎下と共lζ 、版血性心JlI:iI内の先病が州

制される ζ とを見出している。 CP.IB のよ

うな抗脂ゴn剤による検II¥tも行なわれており 、

K ransoは Uni led Ain Linc従足員の謝金か

ら、CPIB 0)投 'j.1ζより 、応Illl心!削丙のうさ病

が抑制され 、 とくに~j年行はどお砂jであると

報告している。

動脈硬化の進展iζ|対与するρi脂血痕の型に

ついても論議されているが、Typena， n b，町，

l¥'が主としてl対守し、 Type¥'の闘うは軽いと

されており、'11でもTypella， IJbが最も強いと

するものが多t・。しかし、冠動脈造彰の所見

とリボ蛋白異常小凶保をみ、冠動脈狭窄を認

めた 126帆巾 68例にリポ蛍白異常があり、
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そのうち Typellは36制、Typel¥' は32例で

ほぼ岡本であったとするものもある。いずれ

にしても ζ の場合、冠動脈扶窄を認めない 6

6例中でリポ蛋白に異常を起めたものは 7例

に過ぎなかった、超遠心法で測定した日本人

の高脂血症のタイプの中、脳硬案、m.血性心

細病ともTypelJa， lJ bが多く Typcl¥<はそれに

くらべて少ないようで苅る 、以上のよう κ、

高脂血症は粥状硬化進展の3"(要な危険因子で

あるが、さらに、その荷額によってアテ ロゲ

ネージス差があるので、実例についてはとれ

らを把握した上で対策を立てるととが重要で

1975 

ある。
血清脂質の 正 常 航(WHO)

~~識清経

仕舞 海士

高畠、大野、藤村

藤村直チ

~掬I.f. 紅葉狩 前回、 河内 11 1 、 牒村

述吟 井筒 大谷秀子、前凹逸子

あ と が き
岩守さ怒さも彼岸まで、接暑のきびしかった今

年もめっきり涼しくなった。だが物仙沈静は

認さついたと云ふものの、諸物価値上りの状、

X線フィルムの30%備上げを始めとして医般

の諸材料の仇上け'の秋は医業経'討をゆさぶり

始めている。無学の徒室長の一言をめぐって中

医協は-~長も前進しない。

ζ のrfhミリうけとめ方』ζ、医師会員の怠見も

さまざまでめろうが、早急な解伏を胡待した
総コレステロール(C)130 -1 ~O 一 (220)mg/dJ

いものだ。
中性脂肪 (TG) 30-130mg/dl u.，'_: 

70の実のとほるる草の採~かな
1:3リポ蛋白 (LυL)200 -400 mg/dJ 

綱芥

同 好 ム一
A
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山口県民話会が 9月21A (臼)~))府市侃泉観

光ホテJレjζ於て開催された。今岡は先年死去

された県医謡会の長老叡村岡文三先生の追善

の会が併せ行なわれた。光民医J:ii会の出演は

右J己の.i!重りである。

允 n I折 光市小周防 1633の2林I!'t院内

光市医師会
T E L 0833 (77) 2061 

発行お林 孝之

結 集 者 会報編集委員会

光市御崎町

中村印刷株式会社
印刷所
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新しいタイプの胃・十二指腸潰蕩治療剤
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